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現在欧米で使用されている感染
拡大シミュレーションでは，
そこでの生活様式，例えば世

帯構造や通勤・通学距離，あるいは学
校や事業所の規模は全国の分布に合わ
せてはいるものの，仮想的なモデルで
ある。また，通勤・通学経路，あるい
はそれ以外の行動パターンについて
は，複雑すぎるためにそもそもモデル
上無視されている。いわば，家庭と学
校あるいは職場内でのみ感染が広がる
モデルになっている。これでは，日本
の都市構造で特徴のある満員電車のリ
スクを評価する構造になっておらず，
ましてや，各地のさまざまな鉄道事情
や環境といった地域の特殊性について
何ら考慮することができない。
　このように欧米でのシミュレーショ
ンは，一国全体での大きな傾向を捉え

るのには適切かもしれないが，各地の
具体的な環境や実情を反映して対策を
評価するには適していない。そこで，
国立感染症研究所感染症情報センター
では，実際の人の所在，移動のデータ
からモデルを構築している。移動と所
在の詳細な調査結果である Person trip 
data が各自治体，国土交通省から貸与
され，それらを用いた研究が世界に先
駆けて日本で開発・実用化されている。
その意味で，日本でのシミュレーショ
ンは世界で最も精密で現実的である。
　ここでは首都圏（夜間人口 3300 万
人，以下同じ），京阪神圏（1922 万人），
中京圏（954 万 人），福岡（481 万
人），仙台（155 万人），宮崎（50 万
人），沖縄（99 万人），札幌（200 万人）
計 7161 万人を対象とし，それぞれの
Person trip data を用いたシミュレー

ションを紹介する。データに含まれる
個人数は 220 万人を超えている。
　シミュレーションにおける初発例の
シナリオは，海外での感染者が，感染
3日後に帰国，八王子の自宅に帰宅後
感染性を有するとする。職場は丸の内
で，ＪＲ中央線で通勤する。図は，初
発例感染第 4日（帰国後 2日目）から
の感染拡大の様子を示している。図の
点は，その日に新たに感染した者の居
住地で表記しており，大きさは人数を
反映している。初発例が受診するのが
感染 5日目午後とすると，地方衛生研
究所および国立感染症研究所で新型イ
ンフルエンザによる感染が確認される
のは初発例感染第 6日（帰国後 4日目）
になり，直ちに国民に公表されるとし
ても，最速で対応の意思決定がなされ
て実行に移されるのは初発例感染第 7

日（帰国後 5日目）と予想される。地
理的には感染者は首都圏全域に及んで
いる。この時点での感染者数は約 1万
人と少ないが，その地理的な広がりは
広大である。しかしながら全国にはま
だ飛び火していない。
　全国への拡散は初発例感染第 8 日
（帰国後 6日目）から見られ，京阪神圏，
中京，福岡では数か所，その他の地域
では１か所で感染が確認される。それ
以降京阪神圏では，首都圏同様急激に
感染が拡大する。中京圏，福岡，仙台
がそれにつぐ。宮崎では初発例感染第
14 日（帰国後 12 日目）でも新規感染
は 6人にとどまる。このような地域差
は，首都圏との往来の頻度，またその
地域での通勤形態，特に鉄道の利用率，
あるいは混雑の程度に依存していると
推測される。
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